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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 212 17.9 △198 － △200 － △200 －

2023年３月期第１四半期 179 － △298 － △298 － △230 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 △15.41 －

2023年３月期第１四半期 △17.83 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 1,659 801 48.0

2023年３月期 1,835 999 54.2

（参考）自己資本 2024年３月期第１四半期 795百万円 2023年３月期 995百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年３月期 －

2024年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 973 21.1 △614 － △620 － △624 － △48.01

１．2024年３月期第１四半期の業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（注）１．当社は、2022年３月期第１四半期は連結業績を開示しておりましたが、2023年３月期第１四半期より非連結での業績を開示しておりま

す。そのため、2023年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりませ

ん。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期１Ｑ 13,014,600株 2023年３月期 12,996,600株

②  期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 12,176株 2023年３月期 12,176株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 13,001,633株 2023年３月期１Ｑ 12,956,224株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は添付資料Ｐ．５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半

期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四

半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

四半期決算補足説明資料は、TDnetで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間の売上高は212,047千円（前年同期比17.9％増）となりました。利益面では、営業損失は

198,163千円（前年同期は営業損失298,165千円）、経常損失は200,036千円（前年同期は経常損失298,319千円）、

四半期純損失は200,336千円（前年同期は四半期純損失230,944千円）となりました。

　当期より単体事業となったUnipos事業において、当第１四半期の売上高は前年同四半期比で32百万円増となり、

ストック売上高（継続課金対象となる月額料金）は前年同四半期比で38百万円増となっております。かかる売上成

長の背景としては、新規で利用を開始した顧客による売上増加分に加え、既に利用開始済みながら一部のご利用に

留まっていた顧客内でも利用拡大が進んだことにより、ストック売上高を順調に積み上げることができていること

が理由であります。

　また、コスト面においては前期、前々期より進めております固定費を含めた各種コストの削減効果が継続的に出

ており、オフィスの移転・縮小により家賃関連費用の定常的かつ大幅な抑制、事業規模を踏まえた組織体制の見直

しにより人件費関連の費用の削減、効果的・効率的なマーケティング施策の取捨選択により成長投資の費用の削減

など、当社の財務健全化に向けた各種コスト削減施策により前年同四半期比では約67百万円のコストを削減いたし

ました。さらなる事業成長に向けて第２四半期以降も成長投資を実施するとともに、引き続き費用対効果に注視

し、より投資効果の高い自社イベントなどの施策へ注力することで、継続的な顧客獲得を図ると同時に費用削減が

できるものと見込んでおります。

　経営成績においては、ストック売上高が93.6%という安定的な収益構造をベースに、高い成長をさらに加速させ

るべく引き続き投資効果の高いマーケティング施策の実施と人件費も含めた固定費の逓減によって、業績向上に合

わせ、コスト構造もより改善に向かうと見込んでおり、早期の決算黒字化へ繋がっていくものと考えております。

　なお、当社はUnipos事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期会計期間末における総資産は1,659,687千円となり、前事業年度末に比べ175,582千円減少いたしま

した。

　流動資産は1,550,479千円となり、前事業年度末に比べ907千円増加いたしました。これは主として現金及び預金

が7,658千円増加したこと等によるものであります。

　固定資産は109,207千円となり、前事業年度末に比べ176,489千円減少いたしました。これは主として敷金及び保

証金が176,018千円減少したこと等によるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債合計は858,635千円となり、前事業年度末に比べ22,761千円増加いたしま

した。これは主としてその他流動負債が43,535千円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産合計は801,052千円となり、前事業年度末に比べ198,344千円減少いたし

ました。これは主として、四半期純損失200,336千円を計上したこと等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想については、2023年５月12日の「2023年３月期通期決算説明資料」で公表いたしました通期の業績予想

に変更はありません。

　なお、当社では新型コロナウイルス感染症による市況悪化の影響からは脱しつつあり、今後の業績への影響は軽

微とみております。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2023年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,320,634 1,328,293

売掛金 147,417 142,377

前払費用 57,732 43,693

その他 24,224 36,527

貸倒引当金 △436 △412

流動資産合計 1,549,572 1,550,479

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 0 0

有形固定資産合計 0 0

投資その他の資産

敷金及び保証金 268,183 92,165

その他 17,513 17,042

投資その他の資産合計 285,697 109,207

固定資産合計 285,697 109,207

資産合計 1,835,270 1,659,687

負債の部

流動負債

買掛金 1 1

１年内返済予定の長期借入金 84,936 84,936

未払金 71,837 72,597

未払法人税等 530 132

預り金 7,278 7,375

その他 41,986 85,521

流動負債合計 206,569 250,565

固定負債

長期借入金 629,304 608,070

固定負債合計 629,304 608,070

負債合計 835,873 858,635

純資産の部

株主資本

資本金 50,730 51,180

資本剰余金 1,858,060 1,858,510

利益剰余金 △913,257 △1,113,594

自己株式 △142 △142

株主資本合計 995,390 795,953

新株予約権 4,005 5,098

純資産合計 999,396 801,052

負債純資産合計 1,835,270 1,659,687

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

- 3 -

Unipos(株)（6550）
2024年3月期 第1四半期決算短信



（単位：千円）

前第１四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

売上高 179,808 212,047

売上原価 82,349 72,381

売上総利益 97,459 139,665

販売費及び一般管理費 395,624 337,829

営業損失（△） △298,165 △198,163

営業外収益

雑収入 1,376 170

営業外収益合計 1,376 170

営業外費用

支払利息 1,531 1,014

その他 － 1,028

営業外費用合計 1,531 2,043

経常損失（△） △298,319 △200,036

特別利益

自己新株予約権消却益 22,958 －

移転補償金 44,989 －

特別利益合計 67,948 －

特別損失

減損損失 － 168

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 － 168

税引前四半期純損失（△） △230,371 △200,204

法人税、住民税及び事業税 572 132

法人税等合計 572 132

四半期純損失（△） △230,944 △200,336

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、Unipos事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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